
令和５年度 第９回教育研究審議会議事録 
 
日 時   令和６年３月２１日（木） １４：３０～１５：５０ 
場 所    本部棟２階 中会議室 
出席者  沖議長、中村委員、五福委員、佐藤委員、伊東委員、近藤委員、尾﨑委員、北山

委員、末岡委員、高橋委員、山下委員、松浦委員、村田委員（出席１３／１３名） 
（事務局）井上次長、大坪地域連携・研究推進課長、平田教学課長、吉賀総務班長、

蜂谷主幹 
 
１ 開 会 
 
２ 議事録の確認 
  令和５年度第８回教育研究審議会（令和６年２月１５日）の議事録について承認された。 
 
３ 議 題 
［１］審議事項 
（１）第３期中期計画令和６年度計画（案）について 

・事務局から別添資料１―１、１－２により説明があり、原案どおり承認された。 
・（項目13）県立大学として県内・県外の受験生のバランスをどのように考えてい
るか。 

 →推薦入試は県内から受験生を獲得しており、一般選抜については県内・県外の
くくりがない。実際に近県から来ている学生も多く、一般選抜では近県からの
受験生獲得に向け、広報活動に力を入れたいと考えている。 

（２）大学機関別認証評価・評価報告書について 
・事務局から資料１により説明があり、原案どおり承認された。 
・大学院課程における収容定員の超過に対する指摘について、具体的に今後どの
ように対応されるのか。 

 →収容定員を超過する前に調整できるよう工夫・改善していきたい。  
（３）デザイン学研究科の再編に伴う大学院学則の改正について 

・事務局から資料２により説明があり、原案どおり承認された。 
・学部の３学科に対し、大学院を１専攻に再編している。３学科が統合された内容
の教育を院で行う方針か。 

 →３領域の専門性は確保しつつ、それを支える他の知見を学ぶことで、より専門
性を強化できると期待している。また、希望すれば他の領域の科目を選択する
ことも可能としている。 

（４）公立大学法人岡山県立大学教育研究審議会規程の一部改正について 
・事務局から資料３により説明があり、原案どおり承認された。 

（５）岡山県立大学名誉教授の選考について 
・事務局から資料４及び別添資料２により説明があり、原案どおり承認された。 
・著書・論文等一覧について、書式・記載を統一してはどうかとの意見があった。 
・功績調書について、審査に関係しない情報（生年月日、出生地）を省略してはど
うかとの意見があった。 

（６）教育課程の編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）の改正について 
・事務局から資料５により説明があり、原案どおり承認された。 
・キャリアデザインの必修・選択の欄にある「（看）」はどういった意味か。 
 →将来的には全学必修とするが、看護学科は科目の整理が必要とのことで、当面

は２年次の選択科目としている。 
・キャリアデザインでは、選択肢として大学院への進学についても説明するか。 
 →様々な選択肢の一つとして説明する予定である。 

（７）大学による地方創生人材教育プログラム構築事業（COC+R）終了後の副専攻制度
について 
・末岡委員から資料６により説明があり、原案どおり承認された。 

［２］報告事項 
（１）公立大学法人岡山県立大学定款変更について 

・事務局から資料７により報告された。 
［３］その他 

 
   ○次回審議会は令和６年４月１８日（木）１４：３０から開催する予定。 


